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設計コンセプト　　　　千葉駅西口地区に回遊性を生みだす

施工のポイント　　　　安全最優先に工程進捗管理を徹底　

工　事　概　要

設計コンセプト　　　　駅前の邸宅にふさわしい品格　　

施工のポイント　　　　周辺環境に細心の注意払い施工　

工　事　概　要

年越しの計画が実現

新千葉２・３地区市街地再開発組合

理事長　野島　召子

（７） （第３種郵便物認可）２０２３年　（令和５年）　４月１２日　（水曜日）

北東面外観㊤と１階エントランス周り 　写真提供／新日本建設南西面外観㊤と１階エントランスアプローチ夜景 　写真提供／奥村組

■工　事　名　称：新千葉２・３地区第一種市街地再開発事業（Ｎ棟）
■工　事　場　所：千葉市中央区新千葉２－
■建　築　主：新千葉２・３地区市街地再開発組合
■敷　地　面　積：．㎡
■建　築　面　積：．㎡
■延　床　面　積：，．㎡
■構　　　造：ＲＣ造
■階　　　数：地上９階
■設計・監理：新日本建設株式会社一級建築士事務所
■施　　　工：新日本建設株式会社
■工　　　期：年５月日～年月日

　３面が道路に囲まれた現場で、資材搬入にあたっ
ては通勤時間帯を避けるなど歩行者の安全確保を最
優先に作業を行いました。自社設計のメリットを施

工に生かして設定した１フロアの工程を確実に進
め、工期と品質の目標達成を目指しました。
　建設業界では、木材や断熱材の不足が問題となっ
た時期がありましたが、社を挙げた早めの調達や同
じ性能の製品への切り替えなどにより、工程通りの
工事を進めました。
　Ｎ棟は１階から３階が商業施設、４階から９階が
住宅です。３階は、隣接街区とペデストリアンデッ
キで接続され、近隣の方々の期待、注目を集めてい
ます。昨年月、無事、引き渡しを終えることがで
き、本事業に携わられた千葉市、再開発組合の皆さ
ま、工事関係者にお礼申し上げます。

新日本建設株式会社　所長　長島正充

　本計画は、ＪＲ千葉駅西口に近接した「新千葉
２・３地区」に住宅棟（Ｓ棟）を建設し、再開発
事業の目的である土地の合理的かつ健全な高度利
用と都市機能の更新を図るものでした。そのため、
１階に商業施設を設けて地域住民の利便性を高め
るとともに、２階に千葉市が管理する防災備蓄倉
庫を設け、敷地内には防災広場を整備することに
より、災害時の活動拠点にもなるよう計画してい
ます。
　外観デザインは、モノトーンを基調とした素材
で構成し、周辺建物との調和を図りながら、再開

発事業全体のランドマークとなる建物の設計を目
指しました。また、基壇部には暗色の二丁掛けタ
イルを用い、住宅エントランスのアクセントには
木目調素材をあしらい高級感を漂わせ、駅前の邸
宅にふさわしい品格のある構えとしています。
　本計画により建設された建物がＪＲ千葉駅周辺
のさらなるにぎわいの創出と発展に寄与すること
を強く願っております。
　株式会社奥村組
東日本支社　建築設計部　設計１課　市野敬史

　計画地は、ＪＲ千葉駅西口に近く、車両や歩行
者の通行が多い上、工事所ゲートの正面には病院
の救急車両出入り口があるため、常に第三者災害
の防止に努めつつ、安全最優先で工事を進めまし
た。また、周辺には公園や保育園の他、ホテルも

あることから、騒音や振動の抑制、臭気対策など
周辺環境にも細心の注意を払いました。
　コロナ禍の中での現場運営となったこともあ
り、感染予防対策や健康管理の徹底は当然のこと、
働き方改革にも努めながら、工期通りに引き渡す
ことができるよう全力を尽くしました。
　Ｓ棟は、１階が商業施設、２階が駐輪場と千葉
市の防災備蓄倉庫、３階から階が住宅で構成さ
れています。利便性の高い複合施設として、市民
や居住者の皆さまにご活用いただけることを願っ
ています。
　ご指導いただいた再開発組合と千葉市の担当者
様をはじめ、設計、施工に携わったスタッフ、協
力会社他、関係する皆様の尽力に深く感謝いたし
ます。

株式会社奥村組　所長　下田英尊

　新千葉２・３地区再開発事業（Ｎ棟）は、千葉駅
西口地区の再開発事業となっておりました。１階か
ら３階がテナント用途、４階から９階までが、共同
住宅の計画となっています。
　本建物で、設計上最大のポイントとなっているの
が、「ウエストゲート千葉西口」と道路上にまたが
るように設置するペデストリアンデッキです。
　地盤の高さでは、歩道上空地を設けなければいけ
なかったり、「ウエストゲート千葉西口」側には荷
重を掛けることができなかったりするなどの制約が
あるなかで、さまざまなシミュレーションを行い、
形状を決定して行きました。また、千葉市の関係部
署からのご意見を取り入れながら、検討を進めて行
きました。

　ペデストリアンデッキでつながり、時間開放さ
れているエレベーターを建物に設置することで、歩
行者の安全性向上を図るとともに、千葉駅西口地区
の回遊性を生む計画となりました。
　３階と４階の共同住宅との間に、排水の処理を行
う中間ピットを採用することでメンテナンス性向上
を図り、快適な住まいの提供ができるように計画し
ました。
　地元住民の方や西口を利用する方に対して、テナ
ント利用だけでなく、地域の安全性や回遊性をもた
らす建物としての役割を担えるようになることを願
っています。
新日本建設株式会社　設計第二部　関口　智久

■工事名称：新千葉２・３地区第一種市街地再開発事業（Ｓ棟）
■工事場所：千葉市中央区新千葉２－
■建　築　主：新千葉２・３地区市街地再開発組合
■敷地面積：，．㎡
■建築面積：．㎡
■延床面積：，．㎡
■構　　造：ＲＣ造
■階　　数：地上階
■設　　計：株式会社奥村組東日本支社一級建築士事務所
■施　　工：株式会社奥村組
■工　　期：年５月日～年３月日

グラディス千葉駅前（Ｓ棟） シエルブラン千葉駅前（Ｎ棟）　新千葉２・３地区市街地再開発組合（野島召子理事長）により
ＪＲ千葉駅西口側で工事が進められていた新千葉２・３地区第一
種市街地再開発事業が完成した。住宅や店舗などで構成される
「シエルブラン千葉駅前」（Ｎ棟）と「グラディス千葉駅前」
（Ｓ棟）の２棟の再開発ビルを整備。Ｎ棟の３階で駅前のペデス
トリアンデッキと結ぶことで、回遊性を高めている。新築工事は
奥村組・新日本建設特定業務代行者ＪＶが受注し、Ｓ棟は設計・
施工とも奥村組、Ｎ棟は設計・施工とも新日本建設が担当した。

　千葉市が施行した第二種市街地再開発事業千葉駅西口地区に隣接
する本地区は、千葉駅西口地区の事業認可に遅れること２年、
（平成４）年に再開発準備組合が組織されました。以降、千葉駅西
口地区の事業進捗をにらみつつ、複数のデベロッパーの参画により
幾度となく共同化計画を策定しましたが事業化には至りませんでし
た。
　そんな折、（平成）年にはホテルリブマックス千葉駅前が
先行整備されることとなり、それまで街区一体開発を基本に共同化
を検討していた本再開発準備組合は、千葉市所管課と度重なる協議
を行い、新築ほやほやの高度利用済建物を存置する手法として個別
利用区制度を活用することとしました。

　事業的には二つの高度利用地区に新たに二つの施設建築物を整備
し、既存のホテル街区を含め三つの街区からなる新千葉２・３地区
第一種市街地再開発事業を施行することとしました。本事業ではホ
テルリブマックス千葉駅前を挟んで２棟の再開発ビルを整備しまし
た。都市計画道路千葉港黒砂台線に面したＮ棟「シエルブラン千葉
駅前」は、地上９階建てで１～３階を商業・業務ゾーン、４～９階
を賃貸住宅ゾーンとし、公共地域貢献メニューとして隣接する新日
本ＥＸビル間を３階レベルでペデストリアンデッキにより結接し、
さらにＮ棟西側１～３階間エレベーターを時間運用することで、
本地区周辺地区から千葉駅西口地区へ立体的なアプローチを可能と
しました。
　千葉駅西口地区Ｂ工区公園棟と三愛記念病院に面するＳ棟「グラ
ディス千葉駅前」は、地上階建てで１階を権利者店舗ゾーン、３
～階を権利者住宅を含む分譲住宅ゾーンとし、同じく公共貢献メ
ニューとして２階共用部を千葉市防災備蓄倉庫として無償賃貸、１
階集会室の地元自治会への有償開放を行うほか、空地を活用した防
災井戸・トイレ、かまどベンチを設置し地域防災に貢献することと
しました。
　本事業の完成により、平成年間当初から千葉市を中心に進められ
た千葉駅西口地区の整備が完了します。それまでは京成千葉線で街
が分断されていましたが、アンダーパスの供用開始により街が一体
化しました。また、本地区では商業・業務系用途のリーシングを行
うことで、千葉駅西口Ａ工区およびＢ工区に出店している店舗等と
の有機的連携を行い、地域の皆さまに喜んでいただけることを期待
してやみません。
　結びに、千葉市をはじめとする関係機関の皆さまには、本事業に
多大なるご指導、ご支援を賜りましたこと、御礼申し上げます。


